
第３号様式（公開） 

ヨコハマ市民まち普請事業 

第 １ 次 提 案 書 

 

注１）３号様式はページを増やさず、必ず２ページ以内でまとめてください。 

注２）３号様式は市民に公開しますので、個人が特定できる情報は記入しないでください。 

注３）添付資料は位置図、現況写真、活用イメージ図、その他資料、各Ａ４版１ページ、

余白15mm以上としてください。 

提案グループ名 

（25字以内） 

ヨコハマ小麦部ネクストステージ 

グループ結成の

経緯・応募に至

った経緯 

「ヨコハマ小麦部」は2017年からNPO法人I Loveつづきが福祉施設「都筑ハーベ

スト」の畑を手伝う形で実施してきた。2025年6月からは地元産小麦の魅力を広

く伝えるとともに、人と人がつながるきっかけを作ることを目指し、I Loveつ

づきが新たに畑を借り、「ヨコハマ小麦部ネクストステージ」としてコミュニ

ティ畑をスタートした。現在は、休憩場所やトイレがなく、長時間の活動がで

きず、「居場所」としての機能がないため、まち普請の応募を決めた。 

現在の主な活動

内容・活動実績 

毎月1回土曜日に公開での種植えや収穫体験、平日は必要に応じて畑の整備作業

を行っている。PR活動として、パネル展や都筑区パン祭りなどに出店し小麦を

勉強するクイズや小麦の穂をつかったクラフト作りを行った。今年度は日陰を

作るためのパーゴラや、雨風が凌げるミニビニールハウスをつくる予定。 

提案場所 
    都筑区 池辺町  

提案名 

（25字以内） 

みんなで育てるコミュニティ畑で多世代の居場所づくり 

提案する施設の

概要（80字以内） 

都筑区の農業専用地区で、大人からこどもまでみんなで畑を楽しめる場所にす

るための交流広場の整備。 

具体的な整備内

容（【ハード整備】

何 を 整 備 し ま す

か。） 

・バイオトイレ、洗い場、作物保管倉庫の設置 

・農機具が置けて少し雨風を凌げる小さな小屋 

・入口ゲート、案内板 

・食事や作業のためのスペース    

整備費用の概算額：約500万円 

活 用 イ メ ー ジ
（【ソフトの取組】

提案する施設でど

のような活動を行

いますか。整備す

る場所に触れて説

明してください。） 

・畑の一部で「小麦づくり」（その他資料参照） 
種まき、麦踏み、青々とした成長、そして収穫と、年間を通じて多世代が一緒

に作業を行うことができる。 
・ハーブ、薬味、実のなる木等の畑作業 
ハーブや薬味を育てることで、家庭で料理をする楽しみの一つとなったり、実

の生る木を植えることで四季を感じられる場所になる。 
・畑遊び、食事会、クラフト教室などの公開イベントの実施 
畑で収穫した作物を使って料理をするほか、通常自由に走り回れない畑を走り

回れるようにして子どもたちに畑を楽しんでもらう。 
・ゲート、案内板により地域への活動の周知 

現在幟を立てて活動をアピールしているが、地域住民へ活動内容やスケジュー

ルを共有するものをつくる。 

本提案でバイオトイレ、雨風も凌げる作業小屋等を整備することで、こどもか

らシニアにとって、単に農作業をするだけではなく、居心地のよい居場所とな

る。 

提案の背景（な

ぜ 提 案 を す る の

池辺町は農業専用地区で昔から農業が盛んな場所である。一方で、都筑区内に

は畑の良さが知れ渡っておらず、畑の担い手も不足している。そこで、他には

ない畑をつくり、魅力を発信して畑を活性化していきたいと考えた。また、「シ



か、地域のニーズ

や課題、生かした

い地域の魅力等に

触れて説明してく

ださい） 

ニア楽農園」（60才以上から参加できる畑だが、3年間経つと希望者が多く、次

の人にゆずる必要がある）を卒業した方に、これまでの経験を活かしてもらう

場を作りたいと考えた。 

現在400坪の畑には近隣も含めトイレがなく、イベント時には車でトイレの場所

まで参加者を送り迎えする必要がある。また、農機具を置く場所や雨風を凌げ

る場所がないので、小さいこどもから高齢者までが気軽に安心して参加できる

畑にしていくため、整備が必要である。 

目指す地域の将

来像（提案を実現

することで、どの

ような地域にした

いと考えますか） 

都筑区が誇る農業専用地区を守るため、多くの人達に畑の価値を知ってもら

い、都市農業を絶やさないよう農に関心をもってもらいたい。「みんなで育てる

畑」という新しい概念で農地を守るしくみをつくる。それにより、世代間の交

流の活性化となり、いざというときの防災拠点にもなり、さらに農風景の継承

へとつながっていく。 

整 備 時 の 協 働
（つくるときに連

携する仲間や活用

す る 地 域 資 源 注

４）に触れて説明

してください） 

2017年の「ヨコハマ小麦部」立ち上げから一緒にやってきた「NPO法人都筑ハー

ベストの会」とは引き続き連携を行い、整備に協力いただく。近隣の「池辺市

民の森愛護会」の方々とも連携し、竹材などを提供してもらい、交流広場の整

備に活用する。池辺市民の森の会長さんには、近隣住民の方とのパイプ役をお

願いする。また、「日総ぴゅあ株式会社」を通して、障がいのある方にも整備に

協力してもらう。 

運 営 時 の 協 働
（運営するときに

連携する仲間や活

用する地域資源注

４）に触れて説明

してください） 

現在、近隣で農地運営している方から整備の仕方や、道具の使用法などを教わ

りながら、一緒に活動している。参加者への講習会を行ってもらうなど、アド

バイザーの役割を頼む。青葉区で小麦を作っている「青葉小麦プロジェクト」

から栽培に関してアドバイスをいただく。都筑区の名産を作りたいと考える個

人事業主や商店、福祉施設とも連携し、小麦の商品化などもトライする。区内

の子育て支援施設や放課後キッズ、小学校や幼稚園等にも呼びかけ、こどもの

居場所や学びの場としても活用していく。手入れの簡単な古代小麦の栽培を

「企業（特例子会社）」と連携して行う。 

その他提案につ

いて特にＰＲし

たい点を記入し

てください。 

個々が区画を耕す一般的な「市民農園」とは異なり、私たちの目指す農園は、

みんなで育み、楽しむコミュニティ畑である。 

環境に優しく、多世代が集える畑として整備を行い、ただ収穫物を手にすると

ころでなく、自然を楽しみ、農作物をつくる過程を楽しんだりしながら、多世

代の交流が生まれる新しい居場所にしていきたい。 

注４）「地域資源」とは、次のようなものを想定しています。 

 ○「ヒト」の例 ・地域のＰＴＡから協力を受けられそう。    ・地域に設計の専門家がいる。 

 ○「モノ」の例 ・整備に必要な材料を安く入手できそう。    ・整備に必要な建設機械を安く借りられそう。 

 ○「カネ」の例 ・自治会町内会から資金的な支援を受けられそう。 ・バザーなどで資金を集められそう。 

整備場所の地権者等注５）への提案内容及びコンテストに応募することについての説明状況 

説明の相手方 相手方の意見等 

農地の賃借人に、単なる小麦栽培に留まらず、

農業体験の場として活用したい旨を説明し、そ

の為の助成金の応募をすることも説明済み。 

小麦栽培および農業体験の場としての活用につ

いて、全面的に賛成いただき、多くの人が農業

に触れる機会を作るという方針について、有効

的な活動として、快く承諾をしていただいてい

る。 

注５）土地・建物を所有している、借りている、又は実質的に使用権利を持つ者（会社や行政機関も含む） 

 次の内容を確認後チェックボックスに✔を入れてください。 

☑ 記載内容は真実であり、虚偽はありません。 

☑ 第１次提案書（添付書類を含む）の内容に個人情報は含まれていません。 
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ヨコハマ小麦部　ネクストステージ　
　　みんなの居場所整備図

・バイオトイレの設置

・農機具が置けて少し雨風を凌げる小さな小屋

・洗い場の設置

・作物保管倉庫

・入口ゲート、案内板

・食事や作業のためのスペース　
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